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池静
遺
跡

奈
良

・

所
在
地
　
　
　
奈
良
県
明
日
香
村
飛
鳥

調
査
期
間
　
　
第
人
四
次
　
一
九
九
七
年

（平
９
）

一
月
―

一
二
月

第
人
七
次
　
一
九
九
七
年

一
二
月
―

一
九
九
八
年
七
月

第
九
三
次
　
一
九
九
八
年
六
月
―

一
九
九
九
年
二
月

発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部

調
査
担
当
者
　
代
表
　
猪
熊
兼
勝

・
黒
崎
　
直

遺
跡
の
種
類
　
生
産
遺
跡

・
寺
院
跡

遺
隊
の
年
代
　
七
世
紀
後
半
―
八
世
紀
初
期

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

飛
鳥
池
遺
跡
と
は
、
飛
鳥
寺

の
東
南
、
酒
船
石
遺
跡
の
北
に

あ

っ
た
近
世

の
溜
池

「
飛
鳥

池
」
に
よ
る
名
称
で
あ
る
。　
一

九
九

一
年
に
、
こ
の
池
を
埋
め

立
て
る
こ
と
と
な
り
、
事
前
調

査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
七
世

紀
後
半
を
中
心
と
す
る
時
期
の

鉄

・
銅

・
ガ
ラ
ス

・
漆
な
ど
の

工
房
跡
が
確
認
さ
れ
、
多
数
の
遺
物
が
出
土
し
た
。
こ
の
調
査
で
は
木
簡
も

一

〇
〇
点
余
出
上
し
、
注
目
さ
れ
た

（本
誌
第
一
四
号
参
昭
一
。

そ
の
後
、
こ
の
場
所
に
奈
良
県
立
の
万
葉
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（仮
称
）
を
建
設

す
る
と
い
う
計
画
が
示
さ
れ
た
た
め
、
工
房
の
拡
が
り
と
そ
の
実
態
解
明
を
主

な
目
的
と
し
て
、　
一
九
九
七
年

一
月
か
ら
継
続
し
て
発
掘
調
査
を
行
な
っ
た
。

調
査
区
全
体
の
地
形
は
、
南
及
び
東
西
に
低
い
丘
陵
が
あ
り
、
そ
の
間
に
逆

Ｙ
字
状
に
谷
が
あ
り
、
南
が
高
く
北
に
開
い
て
い
る
。

調
査
の
結
果
、
対
象
と
し
た
範
囲
の
中
央
付
近
に
、
谷
を
堰
き
止
め
る
形
で

三
時
期
に
わ
た
る
塀
が
確
認
さ
れ
、
こ
れ
を
境
と
し
て
南
北
二
つ
の
地
区
に
分

け
て
考
え
る
べ
き
こ
と
が
判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
南
半
部
が
工
房
跡
で
あ
り
、

北
半
部
は
こ
れ
と
は
性
格
を
異
に
す
る

一
郭
で
あ
る
。

南
半
部
の
工
房
跡
で
は
、
丘
陵
の
斜
面
を
部
分
的
に
平
坦
に
な
ら
し
、
そ
こ

に
多
数
の
炉
を
設
け
て
作
業
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
作
業
の
過
程
で
出

て
く
る
大
量
の
炭
、
炉
に
使
わ
れ
た
フ
イ
ゴ
羽
口
や
対
鍋
、
未
成
品
な
ど
が
、

谷
筋
に
廃
棄
さ
れ
た
。
そ
の
堆
積
は
最
も
厚
い
と
こ
ろ
で
人
Ｏ
ｃｍ
に
及
び
、
そ

れ
ら
は
土
ご
と
整
理
室
に
逗
ん
で
、
洗
浄
し
な
が
ら
細
か
い
遺
物
を
抽
出
し
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
工
房
で
製
作
さ
れ
た
製
品
は
、
先
に
挙
げ
た
も
の
以

外
に
も
、
金

・
銀
製
品
、
あ
る
い
は
鶏
瑳

・
琥
珀

・
水
晶
と
い
っ
た
玉
類
な
ど
、

多
種
多
様
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
工
房
が
稼
働
し
て
い
た
時
期
と
し
て
は
、

一
部
は
七
世
紀
中
頃
か
ら
開
始
さ
れ
る
が
、
七
世
紀
後
半
か
ら
末
頃
に
最
盛
期

を
む
か
え
、
人
世
紀
初
頭
ま
で
続
く
と
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
飛
鳥
浄
御

14
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原
宮
―
藤
原
宮
に
か
け
て
の
時
期
の
総
合
的
な
工
房
で
あ

っ
た
と
評
価
で
き
る
。

そ
し
て
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
銅
銭

「富
本
銭
」
の
出
土
で
あ
る
。
総
数
三

〇
〇
点
を
超
す
富
本
銭
の
中
に
は
、
出
土
状
況
か
ら
み
て
確
実
に
和
同
開
弥
に

先
行
す
る
も
の
が
含
ま
れ
る
か
ら
、
富
本
銭
が
わ
が
国
最
古
の
銅
銭
で
あ
り
、

天
武
紀

一
二
年
四
月
条
に
見
え
る

「銅
銭
」
に
該
当
す
る
可
能
性
が
高
い
。
し

か
も
、
こ
こ
で
は
鋳
バ
リ
や
鋳
型
も
伴
う
こ
と
か
ら
、
富
本
銭
は
こ
こ
の
工
房

で
鋳
造
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
そ
の
こ
と
は
工
房
の
性
格
を
考
え

る
上
で
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
宮
廷
所
属
の
工
房
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

一
方
、
北
半
部
は
対
照
的
に
炉
跡
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
建
物

・

塀

・
井
戸
と
い
っ
た
遺
構
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
特
に
周
囲
に
石
を
敷

き

つ
め
た
井
戸
三
基
と
、　
一
辺
人
ｍ
ほ
ど
の
方
形
の
石
組
池
な
ど
の
存
在
が
注

目
さ
れ
る
。
こ
の
場
所
は
、
こ
れ
ま
で
の
飛
鳥
寺
に
関
わ
る
発
掘
の
成
果
か
ら

す
る
と
、
寺
の
東
南
部
が
か
か
る
可
能
性
が
あ

っ
た
。
つ
ま
り
、
寺
院
を
限
る

南
面
の
塀
と
東
面
の
塀
を
延
長
す
る
と
、
そ
の
交
点
が
第
人
四
次
調
査
区
内
に

想
定
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
し
た
施
設
は
検
出
さ
れ
ず
、
発
掘
区
北
辺
で

道
路
の
南
側
溝
を
確
認
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
飛
鳥
寺
の
寺
域
は
、
東
南
部
分

に
か
か
る
丘
陵
を
避
け
る
形
で
収
束
し
て
い
た
も
の
と
判
断
し
た
。
つ
ま
り
、

飛
鳥
池
遺
跡
北
半
部
は
、
飛
鳥
寺
東
南
隅
の
外
側
に
接
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
後
述
す
る
木
簡
の
内
容
か
ら
考
え
る
と
、
寺
域
外
側
で
あ
る
と
は
い

え
、
飛
鳥
寺
と
密
接
に
関
連
し
た
場
所
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
下
で
は
木
簡
が
出
土
し
た
次
数
に
限
り
、
出
土
遺
構
を
中
心
に
記
述
す
る
。

一　

第
人
四
次
調
査

対
象
と
な
る
範
囲
の
最
も
北
に
あ
た
り
、
平
坦
部
が
中
心
と
な
る
。
発
掘
面

積
三
〇
〇
七
ポ
。
木
簡
は
、
合
計
七
六
六
〇
点
が
出
土
し
た
。
出
土
遺
構
ご
と

の
本
簡
点
数
は
次
の
と
お
り
。
括
弧
内
は
削
居
の
内
訳
を
示
す
。

土
坑
Ｓ
Ｋ

一
〇
　
　
　
　
一
一
一
九
八

（二
Ξ
一〇
）
点

方
形
池
Ｓ
Ｇ
三
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
点

方
形
池
外
側
の
整
地
土

・
土
坑
群
　
　
　
　
　
一
四
点

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一　
　
　
　
一
一
一六

一
（
一
〇
七
一こ

点

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ
五
　
　
　
一三
二
九
三

（一
一九
八
こ

点

土
坑
Ｓ
Ｋ
二
六
　
　
　
　
　
　
七
〇
六

（五
六
一
じ
点

土
坑
Ｓ
Ｋ
二
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エハ
点

そ
の
他
の
遺
構

。
出
土
遺
構
不
明
　
七

一
（五
四
）
点

こ
れ
ら
の
う
ち
〔
主
な
遺
構
の
概
略
を
次
に
述
べ
る
。

Ｓ
Ｋ

一
〇
は
、
調
査
区
東
南
部
で
検
出
し
た
素
掘
り
の
土
坑
。
東
西
五

・

三
ｍ
南
北
四
ｍ
の
楕
円
形
で
、
深
さ

一
・
七

ｍ
あ
る
。
堆
積
土
は
三
層
に
大
別

さ
れ
、
こ
の
う
ち
上
層
の
木
層
層
を
中
心
に
木
簡
が
出
土
し
た
。
年
紀
を
も
つ

木
簡
は

一
点
も
な
い
が
、
い

「粒
評
石
見
里
」
と
い
う
表
記
か
ら
み
て
、
七
世

紀
末

（天
武
朝
末
年
以
後
か
）
の
年
代
が
与
え
ら
れ
る
。

Ｓ
Ｇ
三
〇
は
、
調
査
区
東
辺
で
検
出
し
た
方
形
の
石
組
池
。
東
西
七

・
九

ｍ

南
北
八

・
六

ｍ
。
池
の
四
周
は
急
傾
斜
の
玉
石
積
で
、
そ
の
最
も
高
く
残

っ
て

い
る
部
分
で
は
八
段
、
高
さ
が

一
・
六
ｍ
あ
る
。
池
は
七
世
紀
後
半
に
造
ら
れ
、
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奈
良
時
代
ま
で
存
続
し
た
。
池
の
導
水
路
は
、
当
初
は
西
南
隅
に
注
ぐ
南
北
溝

Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
で
あ

っ
た
が
、
奈
良
時
代
以
降
は
池
の
東
南
隅
に
注
ぐ
南
北
溝
Ｓ
Ｄ

二
九
に
か
わ

っ
て
い
る
。
排
水
路
は
、
池
の
東
北
隅
に
あ
る
石
積
の
水
路
で
あ

り
、
そ
こ
か
ら
北
へ
排
水
し
た
。
木
簡
は
池
底
近
く
の
堆
積
土
と
池
を
埋
め
た

埋
土
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
池
の
周
囲
の
整
地
上
や
大
小
の
土
坑
群
か
ら
計

一

四
点
の
木
簡
が
出
土
し
た
が
、
遺
構
の
年
代
な
ど
は
検
討
中
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
〇

一
は
、
素
掘
り
の
南
北
溝
で
、
北
流
し
、
方
形
池
Ｓ
Ｇ
三
〇
に
注
ぐ
。

方
形
池
よ
り
南
約

一
二
ｍ
の
位
置
に
石
組
の
護
岸
を
伴
う
堰
が
あ
り
、
こ
の
あ

た
り
で
は
溝
幅
約

一
ｍ
深
さ
○

。
五
ｍ
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
南
で
は
溝
の
規

模
が
大
き
く
な
り
、
調
査
区
南
端
で
は
幅
約
三
ｍ
深
さ
約

一
ｍ
と
な
る
。
堰
よ

り
南
の
溝
底
に
は
木
暦
層
が
分
厚
く
堆
積
し
、
大
量
の
木
簡
が
出
土
し
た
。
年

紀
を
記
す
の
は
、
⑬
の

「丁
丑
年
」
の
み
で
、
天
武
六
年

全
ハ
七
七
）
に
あ
た

ＺＯ
。Ｓ

Ｄ
Ｏ
五
は
、
Ｓ
Ｄ
〇

一
の
西
側
を
平
行
し
て
流
れ
る
南
北
溝
で
、
溝
幅
が

六
―
七

ｍ
深
さ
○

・
七
―

一
ｍ
あ
り
、
や
は
り
北
流
し
、
方
形
池
の
西
を
さ
ら

に
北
へ
伸
び
る
。
木
簡
や
削
暦
を
大
量
に
含
む
腐
植
土
層
を
何
層
も
挟
ん
で
堆

積
し
て
い
る
。
年
紀
を
記
す
の
は
、
①

「庚
午
年
」
、
⑫

「丙
子
」
、
⑬

「
丁
丑

年
」
の
三
点
で
あ
る
。
「庚
午
年
」
は
天
智
九
年

全
ハ
七
〇
）
、
「丙
子
」
年
は
天

武
五
年

盆
ハ
七
工Ｏ

に
あ
た
る
。

Ｓ
Ｄ
〇

一
と
Ｓ
Ｄ
〇
五
が
最
終
的
に
埋
め
ら
れ
た
時
期
は
、
両
滞
出
土
遺
物

か
ら
み
て
、　
一
応
持
統
朝
頃
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
木
簡
は
両
溝
の
下
層

か
ら
出
土
し
て
お
り
、
木
簡
に
見
え
る
サ
ト
の
表
記
が
い
ず
れ
も

「
五
十
戸
」

と
な

っ
て
い
て
、
「
里
」
と
い
う
木
簡
が

一
点
も
な
い
こ
と
は
重
要
で
、
あ
る

い
は
木
簡
に
関
し
て
は
天
武
朝
に
お
さ
ま
る
か
も
し
れ
な
い
。

Ｓ
Ｋ
二
六
は
、
東
西
六

・
五
ｍ
、
南
北
四
ｍ
、
深
さ

一
・
四
ｍ
の
不
整
形
土

抗
で
、
埋
土
は
三
層
に
大
別
さ
れ
、
木
簡
は
こ
の
う
ち
第
二
層
を
中
心
に
出
土

し
た
。
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
〇
五
の
埋
土
を
切

っ
て
掘
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
上
坑

か
ら
も
年
紀
を
記
す
木
簡
は
な
い
が
、
荷
札
木
簡
に
み
え
る
地
名
表
記
が
い
ず

れ
も

「
国

・
郡

・
里
」
と
な

っ
て
い
る
か
ら
、
大
宝
元
年

（七
〇

し

か
ら
霊

亀
三
年

（七
一
七
）
の
間
の
年
代
で
あ
ろ
う
。

一
一　
第
人
七
次
調
査

対
象
と
な
る
範
囲
の
最
も
南
に
あ
た
り
、
北
に
向
か
っ
て
傾
斜
す
る
丘
陵
部

で
あ
る
。
発
掘
面
積

一
九
〇
〇
♂
。
工
房
に
関
わ
る
炉
、
倉
庫
と
み
ら
れ
る
二

棟
の
掘
立
柱
建
物
な
ど
を
検
出
し
た
。
木
簡
は
、
発
掘
区
の
北
辺
部
で
、
炉
か

ら
廃
棄
さ
れ
た
炭
の
層
か
ら

一
点
出
土
し
た
が
、
釈
読
で
き
な
い
。
し
た
が
っ

て
釈
文
は
省
略
す
る
。

〓
一　
第
九
三
次
調
査

遺
跡
の
中
央
部
分
に
あ
た
り
、
北
は
第
人
四
次
調
査
区
と
、
南
は

一
九
九

一

年
度
調
査
区
と
接
し
て
い
る
。
発
掘
面
積
三
二
〇
〇
♂
で
あ
る
。
初
め
に
述
べ

た
よ
う
に
、
性
格
の
異
な
る
二
地
区
に
ち
ょ
う
ど
ま
た
が
つ
て
い
る
発
掘
区
で

あ
る
。

木
簡
は
、
合
計
九
七
点
が
出
土
し
た
。
木
簡
出
土
遺
構
は
北
地
区
で
は
南
北



溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
か
ら
人
点
、
こ
れ
の
南
に
接
続
す
る
斜
行
溝
Ｓ
Ｄ
〇

一
Ａ
か
ら
二

一
点
、
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
〇
五
か
ら
六
点
、
そ
の
他
の
遺
構
か
ら
人
点
で
あ
る
。
南

地
区
で
は
、
工
房
か
ら
廃
棄
さ
れ
た
大
量
の
炭
の
層
か
ら
四
人
点
、
炭
層
の
下

層
の
整
地
土
か
ら
五
点
、
土
坑
か
ら

一
点
の
計
五
四
点
で
あ
る
。
木
簡
出
土
遺

構
、
層
位
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
年
代
に
つ
い
て
は
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

一　
第
人
四
次
調
査

土
坑
Ｓ
Ｋ
一
〇

「恐
々
敬
申

院
堂
童
子
大
人
身
病
得
侍

　
」

「故
万
病
一貫
神
明
膏
右
□

一
受
給
申

袈

」

∞ｏΦ×
∞μ×
∞
ｏμ〕

「世
牟
止
言
而
□

□
本
止

飛
鳥
寺

「□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
Ｘ
じ
益

ｏ∞軍

×
月
汁
日
智
調
師
入
坐
糸
汁
六
斤
半

又
十

一
月
十
一

受
申
□
□

　

（］∞ｅ
×
（］Ｏ
×
∞

寓
絆
士

(4)

〔勅
員
外
ヵ
〕

①
　
。
□
千
字
文
□
□
□
×

。
　

　

□
　
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（騒
涎
含
涎
頓
霞

０
　

　

観
勒
□

「
＜
粒
評
石
見
□

「
＜
　
口
日
一日
回

号百
凹 糸

十
斤
出

（
μ
Ｏ
Ｏ
）
×
］
ω
×
∞
　
Φ
∞
Φ

夫

⑦

　

禅
院

方
形
池
外
側
の
上
坑
群

①
　
・
南
　
圭開
葛
城
明
日
沙
弥

一
人

・
『天
天
天
天
天
天
天
天
口
天
天
』
　
　

　

　

（認
Ｘ
］契
∞

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一

〔
智
ヵ
〕

０
　
。
「□
照
師
前
謹
白
昔
日
所
　
」
　
　
　
　
　
　
　
′

名
白
法
華
経
本
借
而
日

〔
□
姻
本

〕
　

　

　

　

　

］］受
］買
∞

⑩
　
。
「
　
　
　
　
一
者
十
信
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
×

汁
心
者

」
籍
＝
脚

向
　
次
四
種
善
根
者

十
一緒
田

〔
廻
ヵ
〕

〔
死
ヵ
〕

。
「
比
丘
者
□
者
怖
魔
日
日
日
日
日

日
日
日
日
日
］

〔向
東
死
己

□
口
□
者
口
初
阿
羅
漠
□
又
百
体
羅
日
――
回

〔者
ヵ
〕

□
仏
入
日
□
怖
□
□
日
日
日
日
―十
日
日
日
回（

冨

∪

×

Ｏ
∪

×
］

ｏ
３

（
Ｓ

じ

×

６

υ

×

含
ｅ

　
ｏ
緞

〇
〇
］
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縁61   251

l161 l19   11つ

＝

廿

□
久
於
母
閉
皮

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
〇
五

ｕ
　
。
「小
升
三
升
大
〔西

側
用
又
三
升

『□
　
□
　
日
□
』

。
「聯

一
箭
Ｙ
￥
馴
軍
昇
蚤

　

朝
　
一
聯
￥
箭
昇

〓
聯

上

昇

“

日

升

ビ

￥
　

“

日

Ｙ
キ

ｒ

Ｉ
蘇
一

Φ
×

む
溢

ｏＰ▼

□
多
心
経
百
合
三
百

『日
□
』

十

一
回
　
　
『日
日
日
回
』

「甘
草

一
両
　
改

一
升

「桂
心
二
両
□

□

「
＜
丁
丑
年
十
二
月
三
野
国
刀
支
評
次
米
」

「
＜
恵
奈
五
十
戸
造

阿
利
麻

春
人
服
ア
枚
布
五
斗
俵
　
　
　
　
　
」

〔呂
力
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔作
ヵ
〕

□
□
戸
年
六
十

一
老
夫
丁

初
□
□

〔説
ヵ
〕

□
□
作
佛
□

金
暦

〔和
ヵ
〕

止
求
止
佐
田
目
手
□
□

日

□

（
ふ

じ

×
３

×
∞
　
Φ
欝

含
］
Φ
）
×

（
Ｐ
『
）
×
卜
　
ｏ
∞
騨

Ｐ
釦
Ｐ
×
Ｎ
∞
×
卜
　
ｏ
∞
］
＊

（
Ｓ

Ｃ

×
Ｆ

×
］

ｏ
盟

（
∞
∞
）
×
］
ｏ
×
∞
　
ｏ
∞
牌

（
８

じ

×

∩
ｅ

×
∞
　
ｏ
曽

騨
ｏ
い
×

（
料
∞
）
Ｘ
∞
　
Φ
∞
Ｐ

921   011 901   1191

「
＜

丁

丑

年

十

二

月
次

米

三

野
幽

（

評

久

々
利

五
十

戸

人

＜

物
ア

古
麻
里い

ヽ
⇔
×

∞
Ｐ
×

ト

「
経

借

同

日

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

♯
岸
巽

∞
授

∞

屋

石
上
梶

靖
左
鰺

轄

系

観
欝
晦

韻
時

春
日
ア

矢
口

『□
□
□

地
　
地
　
地
　
地
』
　
　
　
　
（醤
Ｘ
∞泉
Φ
霞
ｘ

「
＜
軽
銀
汁

一
半
秤
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ彙
Ｐ巽
∞
ｏ∞聟

「
＜
難
波
銀
十
」

「
＜
八
秤
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞反
い巽
∞
露
ｘ

〔益
ヵ
〕

「
ｏ
経
蔵
□
」

「
ｏ
日

□

」

「＜（隣
ボ
戸
海
ア
佐
流
＜
」

「
＜
調

　

　

　

　

　

＜
」

〔十
戸
力
〕

「
＜
尾
張
海
評
□
□
五
□

□

「＜次
評趾
防剛
封枢
酷眈
ァ
＜」

〔
刀
由
弥
ヵ
〕

軍L

Ｐ
枷
］
×

牌
ｏ
×

い
　

ｏ
∞
Ｐ

μ
］
『
×

］
］
×

］
　

ｏ
∞
］

牌
ω
∞
×

∞
『
×

釦
　

ｏ
∞
Ｐ
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×
我
評
高
殿
」

秦
人
虎
　
　
」

＜
三
間
評

小
豆

日
□

「
＜
弥
奈
ア
下
五
十
戸
」

「
＜
三
枝
ア
赤
男
鯛
」

「庚
午
年
三
×

「
＜
丙
子
鍬
代
四
机
　
」

「
＜
□
代
□
□
尺
四
机
」

〔
一
匹
ヵ
〕

〔
菩
薩
〕

＜
大
手
被
四
副

＜
長
十
尋

一
被

「
＜
桑
根
白
皮
」

「
＜
伊
支
須
」

「
ｏ
弁
徳
」

「白
馬
鳴
向
山
　
欲
其
上
草
食
」

「女
人
向
男
咲
　
相
遊
其
下
也
」

ea   1361   130   130 1331 1321   1311   1301   991   981 修D

1391   1381

（
『
∞
）
×

Ｐ
∞
×

∞
　

Φ
Ｐ
Φ

含

∞
卜
）
×

］
Ｐ
×

枷
　

ｏ
∞
］

岸
∞
岸
×

Ｎ
∞
×

『
　

ｏ
∞
Ｎ

Ｐ
］
∞
×

〕
Ｐ
×

∞
　

ｏ
∞
］

（
『
『
）
×

］
ｏ
×

卜
　

ｏ
Ｐ
Φ

μ
ヽ
伽
×
］
Ｐ
×
］
ｏ
　
ｏ
Ｐ
Ｐ

中
伽
⇔
×

］
卜
×

Ｐ
ｏ
　

ｏ
伴
騨

岸
Ｐ
ヽ
×

］
∞
×

ヽ
　

Φ
∞
Ｎ

（
∞
ｏ
）
×

牌
⇔
×

卜
　

ｏ
∞
ｏ

牌
中
Φ
×

］
ド
×

∞
　

ｏ
∞
］

Φ
∞
×

］
『
×

釦
　

ｏ
∞
］

Ｐ
枷
］
×

］
『
×

∞
　

Φ
μ
μ

Ｎ
Ｐ
∞
×

Ｎ
卜
×

Ｐ
四
　

ｏ
Ｐ
Ｐ

〔
露
ヵ
〕

「天
皇
衆
□
弘
寅
□

名
観
世
音
経
巻
　
　
」

名
支
為
□
支
照
而
為
」

（左
側
面
）

〔
昭
ヵ
〕

。
「子
曰
学
□
回
是
是
」

（
騨
Ｐ
∞
）
×

（
Ｐ
Φ
）
×
∞
　
ｏ
∞
〕

〔喜
海
鍼
河
淡
〕

⑩
　
・
×
□
□
□
□
□

　

（右
側
面
）

〔
譲
〕

・
推
位
□
国

。
□
□
□
□
□
口
回

（左
側
面
）

土
坑
Ｓ
Ｋ
二
六

①
　
。
「
＜
播
磨
国
宍
栗
郡
山
守
里
」

。
「
＜
日
奉
ア
奴
比
白
米

一
俵
」

⑫
　
。
「
＜
播
磨
国
宍
禾
郡
三
方
里
」

。
「
＜
神
人
□
万
呂
五
斗
　
　
」

〔
時
ヵ
〕

④

　

「宗
加
ア
里
人
宗
加
ア
真
知
」

⑭
　
。
「熊
訂
黒
彼
下
通
村
恋
徊
為
上
横
詠
営
詠
」

。

「
輩

破

戸

之

件

樫

　

　

　

　

　

　

　

　

」

　

μ
∞
巽

Ｐ
撰

い

目

士

い
の

「願
恵
」
は

「院
」
の

「知
事
」
で
、
そ
こ
か
ら
寺
内
の
薬
品
保
管
部

Ｐ
ω
伽
×

］
∞
×

伽
　

ｏ
∞
∞

μ
釦
∞
×

］
ｏ
×

ｏ
　

ｏ
∞
∞

Ｐ
Φ
ｏ
×

Ｐ
ｏ
×

Ｎ
　

ｏ
釦
Ｐ
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局
に
薬
を
請
求
し
た
木
簡
。
「知
事
」
は
寺
院
の
庶
務
を
担
当
す
る
役
職
で
、

『
日
本
書
紀
』
朱
鳥
元
年

盆
ハ
八
工〇

六
月
条
な
ど
に
見
え
る
。
「万
病
膏
」

「神
明
膏
」
は

『廷
喜
式
』
斎
宮
式
に
合
薬
剤
と
し
て
見
え
る
が
、
詳
細
は
不

明
。
「受
」
は

「授
」
の
省
画
で
あ
ろ
う
。

②
の

「飛
鳥
寺
」
は
木
簡
と
し
て
は
初
見
。
表
は

「
セ
ム
ト
イ
ヒ
テ
…
」
と

い
う
万
葉
仮
名
の
表
記
で
、
音
仮
名
が
大
字
と
小
字
を
併
用
し
て
い
る
点
が
注

目
さ
れ
る
。

０
は
糸
の
出
納
を
記
録
し
た
木
簡
で
あ
ろ
う
。
「智
調
」
は

『
日
本
霊
異
記
』

上
巻
三
二
縁
に
よ
る
と
、
入
唐
僧
の
道
昭
が
飛
鳥
寺
の
東
南
禅
院
で
亡
く
な
っ

た
際
に
、
立
ち
会
っ
た
弟
子
の

一
人
と
し
て

「知
調
」
な
る
僧
が
お
り
、
年
代

的
に
も

一
致
す
る
か
ら
彼
と
同

一
人
で
あ
ろ
う
。

い
は
荷
札
木
簡
の

一
部
で
、
貢
進
元
は
、
後
の
播
磨
国
持
保
郡
石
見
郷
に
あ

た
る
。
『播
磨
国
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
、
持
保
の
地
名
が

「粒
山
」
（イ
イ
ボ
ヤ

マ
）
に
由
来
す
る
と
い
う
。

０
は
材
を
加
工
し
た
際
に
で
き
た
木
片
に
習
書
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
観
勒

は
推
古

一
〇
年

全
ハ
〇
一
じ

に
百
済
か
ら
渡
来
し
た
高
僧
で
、
暦
本

・
天
文
地

理
書

・
遁
甲
方
術
書
な
ど
を
伝
え
た
。
そ
の
没
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
木
簡
の

年
代
で
あ
る
七
世
紀
末
か
ら
は
数
十
年
の
開
き
が
あ
る
か
ら
、
生
前
の
も
の
で

は
な
く
、
後
代
に
か
つ
て
の
高
僧
の
名
を
木
片
に
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

①
は
、
「南
」
か
ら

「葛
城
」
に
あ
て
て
、
沙
弥
の
派
遣
を
要
請
し
た
も
の

で
、
召
文
木
簡
と
同
じ
く
、
差
出
か
ら
宛
先
を
経
て
、
差
出
に
戻
っ
て
廃
棄
さ

れ
た
と
推
定
で
き
る
。
「南
」
は

「南
院
」
、
「葛
城
」
は

「葛
城
寺
」
の
可
能

性
が
高
い
。

⑩
の

「汁
心
」
と
は
菩
薩
が
修
行
す
べ
き
五
二
の
段
階
の
う
ち
の
四
〇
の
段

階
を
い
う
。
通
常
は
、
そ
の

一
位
か
ら

一
〇
位
を
十
信
、　
一
一
位
か
ら
二
〇
位

を
十
住
、
次
い
で
十
行
、
十
廻
向
と
い
う
。
こ
こ
で
は
十
住
を
十
解
、
十
行
を

十
句
と
す
る
。
「怖
魔
」
は
比
丘
の
別
称
。
詳
細
は
な
お
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

⑪
の

「□
多
心
経
」
は
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
の
こ
と
。
六
四
九
年
、
唐
の
玄

美
訳
、　
一
巻
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
早
く
も
同
経
が
伝
来
し
て
い
た
こ
と

を
示
す
。
玄
美
の
も
と
で
学
ん
だ
道
昭
が
将
来
し
た
と
考
え
る
と
、
理
解
し
や

す
い
。

⑫
は
甘
草
、
桂
心
な
ど
薬
品
名
を
列
挙
し
た
木
簡
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

豆
を
加
工
し
た
と
さ
れ
る
政
も
こ
こ
で
は
薬
品
と
し
て
利
用
さ
れ
た
も
の
か
。

薬
に
関
係
す
る
木
簡
と
し
て
は
、
他
に
①
の
万
病
一膏
・
神
明
一膏
、
⑭
の
桑
根
白

皮
な
ど
が
あ
る
。

⑬
は
完
形
で
あ
る
が
、
廃
棄
の
際
に
縦
に
三
分
割
し
よ
う
と
し
た
痕
跡
が
あ

る
。
こ
れ
は
同
じ
く

「次
米
」
の
木
簡
で
あ
る
⑬
が
縦
に
三
つ
に
割
れ
て
い
る

の
と
対
応
し
、
意
図
的
な
廃
棄
法
で
あ
ろ
う
。
後
の
美
濃
国
土
岐
郡
か
ら
貢
進

さ
れ
た
次
米
の
荷
札
木
簡
。
恵
奈
五
十
戸
造
阿
利
麻
が
貢
進
責
任
者
、
服
部
枚

布
が
米
を
春
い
た
者
で
あ
る
。
次
米
は

「
ス
キ
ノ
コ
メ
」
で
あ
り
、
宮
廷
祭
祀

に
お
け
る
米
の
貢
進
国
悠
紀

・
主
基
の
主
基
に
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
『
日
本

書
紀
』
に
よ
れ
ば
、
七
世
紀
に
は
大
嘗
祭
の
み
な
ら
ず
、
毎
年
行
な
わ
れ
る
新



嘗
祭
で
も
悠
紀

・
主
基
を
卜
定
し
て
い
た
か
ら
、
こ
の
木
簡
は
天
武
六
年

全
ハ

七
七
）
秋
の
新
嘗
祭
の
と
き
の
も
の
と
判
断
す
る
。
た
だ
し
、
同
年
は

一
一
月

に
同
祭
が
行
な
わ
れ
た
と
す
る

『書
紀
』
と
の
違
い
を
ど
う
解
釈
す
る
の
か
、

ま
た
⑬
の
木
簡
も
同
じ
時
の
も
の
と
す
る
と
、
異
な
る
評
に
ま
た
が
っ
て
主
基

が
卜
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
こ
の
点
を
ど
う
理
解
す
る
の
か
な
ど
、
若
干
課

題
が
残
る
。
習
心奈
五
十
戸
造
」
は
官
人
の
姓
で
あ
ろ
う
が
、
官
職
名
に
由
来

す
る
姓
と
見
ら
れ
、
サ
ト
の
長
を

「サ
ト
ノ
ミ
ヤ
ツ
コ
」
と
称
し
て
い
た
こ
と

の
名
残
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
恵
那
は
人
世
紀
に
郡
と
し
て
分
置
さ
れ
る
が
、
こ

の
こ
ろ
に
は
刀
支

（土
岐
）
評
に
属
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
行
政
単
位
と

し
て
の

「国
」
お
よ
び

「
五
十
戸
」
が
い
つ
ま
で
遡
る
の
か
は
、
未
確
定
の
間

題
で
あ
る
が
、
こ
の
木
簡
は

「国
」
「
五
十
戸
」
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
年

紀
を
伴
う
資
料
と
し
て
は
、
現
在
最
古
の
も
の
で
あ
る
。

側
は
断
片
で
あ
る
が
、
人
名
と
年
齢
お
よ
び
そ
の
区
分
を
記
し
て
い
る
。
大

宝
令
以
後
の
年
齢
区
分
で
は
、
六

一
歳
か
ら
六
五
歳
は

「老
丁
」
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
そ
れ
を

「老
夫
丁
」
と
す
る
。
正
倉
院
に
現
存
す
る
戸
籍
の
う
ち
、

大
宝
二
年
の
西
海
道
の
戸
籍
で
は
、
こ
れ
を

「老
夫
」
と
す
る
。
こ
の
木
簡
と

併
せ
考
え
る
と
、
古
く
は

「老
夫
」
な
い
し

「老
夫
丁
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

す
の
か
も
し
れ
な
い
。

⑮
の

「金
居
」
は
、
『本
草
和
名
』
で
は
南
北
朝
期
の
陶
弘
景
の
注
に

「生

金
」
と
も

「金
沙
」
と
も
言
う
こ
と
を
引
用
し
、
和
名
は

「
コ
ガ
ネ
」
と
い
う
。

『倭
名
抄
』
で
は

「
コ
ガ
ネ
ノ
ス
リ
ク
ズ
」
と
い
う
訓
。
し
た
が
っ
て
、
砂
金

の
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
表
と
関
連
付
け
て
、
工
房
に
関
わ
る
木
簡
と

み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑭
も
②
と
同
じ
く
、
万
葉
仮
名
に
よ
る
文
章
の

一
部
。
表

「ト
ク
ト
、
サ
ダ

メ
一Ｔ
と
、
一異

「…
ク
、
オ
モ
ヘ
バ
」
と
読
む
か
。

ｕ
は
飢
者
な
ど
に
米
を
施
行
し
た
際
の
記
録
木
簡
で
あ
ろ
う
。
道
性
は
そ
の

支
給
を
担
当
し
た
僧
の
名
。
裏
面
の
文
章
の
続
き
方
は
、
下
へ
で
は
な
く
、
左

の
行
へ
と
続
く
。
空
自
の
下
も
同
様
で
あ
る
。
「受
者
」
は
こ
の
場
合
、
「サ
ズ

ク
ル
モ
ノ
」
の
意
か
。

的
は
０
と
同
じ
く

「次
米
」
の
木
簡
で
あ
る
。
加
容
評
は
刀
支
評
の
西
隣
の

評
で
、
後
の
美
濃
国
可
児
郡
。
「久
々
利
」
と
い
う
里
は

『倭
名
抄
』
に
は
見

ら
れ
な
い
が
、
現
在
、
岐
阜
県
可
児
市
に

「久
々
利
」
の
地
名
が
の
こ
っ
て
い

る
。
い
と
は
出
土
遺
構
は
異
な
る
が
、
廃
棄
時
の
分
割
法
な
ど
か
ら
見
て
、
お

そ
ら
く
同
時
に
両
溝
へ
廃
棄
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

い
は
上
部
が
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
木
簡
の
機
能
が
判
然
と
し
な
い
が
、
大

和
の
寺
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
春
日
部
、
矢
口
な
ど
も
、
他
か
ら
類
推

す
れ
ば
、
地
名
に
も
と
づ
く
寺
名
と
み
て
よ
い
。
文
字
と
し
て
は
、
波
若
＝
般

若
、
漬
尻
＝
池
尻
、
平
君
＝
平
群
と
読
み
替
え
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
を
ど

こ
に
比
定
す
る
の
か
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
こ
の
木
簡
の
機
能
を
ど
う
い
う
も
の

と
考
え
る
べ
き
か
、
な
ど
課
題
が
多
い
。

側
は
銀
の
付
札
で
あ
る
。
〓

」
は
数
字
で
は
な
く
、
半
と
の
区
切
り
を
示

す
も
の
か
。
の
か
ら
類
推
す
る
と
、
「軽
銀
」
は
銀
の
種
類
で
は
な
く
、
地
名
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を
指
し
、
軽
市
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
銀
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

鰯
の

「益
」
は

「鯰
」
の
省
画
と
見
る
と
、
経
蔵
の
カ
ギ
に
付
け
ら
れ
た

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
で
あ
る
。
上
の
穿
孔
に
組
を
通
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
類
例
は
平

城
京
の
二
条
大
路
木
簡
な
ど
に
あ
る
。

四
の

「陽
沐
戸
」
は

「湯
沐
戸
」
の
こ
と
と
み
ら
れ
る
。
裏
は

「調
」
の
み

で
、
現
状
で
は
以
下
削
り
取
っ
た
痕
跡
は
な
い
。
湯
沐
は

『
日
本
書
紀
』
に
見

え
る
語
句
で
、
皇
太
子
や
皇
后
を
資
養
す
る
封
戸
の
こ
と
。
律
令
制
下
で
は
、

東
宮

一
年
雑
用
料
、
中
宮
湯
沐
の
名
で
引
き
継
が
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
皇
族

に
対
し
て
貢
進
さ
れ
た
荷
札
木
簡
と
な
る
。
跡
の
下
端
は
二
次
的
切
断
で
あ
る
。

側
は
荷
札
木
簡
の

一
部
で
、
後
の
丹
波
国
何
鹿
郡
高
殿
郷
に
あ
た
る
。
「何

鹿
郡
」
（イ
カ
ル
ガ
）
の
古
い
表
記
と
し
て
、
藤
原
宮
木
簡
に

「伊
干
我
評
」
、

山
垣
遺
跡
木
簡
に

「伊
千
我
郡
」
（本
誌
第
一
一〇
口α

と
い
う
例
が
あ
る
。

⑫
の

「丙
子
」
は
年
紀
と
す
れ
ば
天
武
五
年

全
ハ
七
工◇

に
あ
た
る
。
「鍬

代
」
は
祭
祀
遺
物
と
し
て
の
ク
ワ
シ
ロ
の
こ
と
か
、
も
し
く
は
鍬
の
代
物
と
し

て
何
ら
か
の
繊
維
製
品
に
付
し
た
か
。
「机
」
は
単
位
を
示
す
が
不
詳
。

ｍ
は
僧
侶
名
の
み
を
記
し
た
札
で
、
他
に
記
述
は
な
く
、
上
に
穿
孔
が
あ
る
。

類
例
が
も
う

一
点
あ
る
が
、
機
能
は
不
明
で
あ
る
。

∽
は
五
言
絶
句
の
漢
詩
を
記
し
た
木
簡
。　
一
句
と
三
句
の

「向
」
、
二
句
と

四
句
の

「其
上
」
「其
下
」
が
対
句
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
平
仄
の
規
則

や
脚
韻
を
踏
ま
な
い
な
ど
、
破
格
の
習
作
で
あ
る
。
『懐
風
藻
』
に
よ
れ
ば
、

わ
が
国
で
は
天
智
朝
頃
か
ら
漠
詩
が
盛
ん
に
作
ら
れ
た
と
さ
れ
、
大
友
皇
子
の

詩
な
ど
を
載
せ
る
が
、
木
簡
に
漢
詩
を
書
い
た
例
と
し
て
は
、
平
城
京
二
条
大

路
木
簡
な
ど
よ
り
も
古
い
も
の
で
あ
る
。

①
は
下
が
折
れ
て
い
る
。
何
ら
か
の
出
典
に
も
と
づ
く
可
能
性
も
あ
る
が
、

い
ま
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
天
皇
号
の
成
立
時
期
の
問
題
に
関
わ
る
木
簡
で

あ
る
。

①
は
三
面
に
墨
書
が
あ
る
。
右
辺
は
二
次
的
削
り
。
観
世
音
経
は
法
華
経
の

観
世
音
菩
薩
普
門
品
の
抄
出
で
、
全

一
巻
。
裏
面
は

「子
日
学
」
の
部
分
か
ら

論
語
の

一
部
を
習
書
し
た
も
の
か
。

⑩
は
上
下
両
端
が
二
次
的
切
断
、
裏
面
は
二
次
的
に
削
ら
れ
て
い
る
。
三
面

に
墨
書
が
あ
り
、
本
来
は
四
面
に
文
字
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
千
字
文
を

記
し
た
木
簡
で
あ
る
。
表
は
千
字
文
の
第
二
三
句
、
右
側
面
は
第

一
六
句

「莱

重
芥
豊
」
の
最
後
の
文
字
と
、
第

一
七
句
の
残
画
で
あ
る
。
こ
の
間
六
句
空
い

て
い
る
。
仮
に
本
来
の
形
が
四
角
柱
で
、
そ
の
各
面
に
千
字
文
が
書
写
さ
れ
て

い
た
と
し
て
、
「天
地
玄
黄
」
か
ら

一
面
に
六
句
を
割
り
付
け
る
と
、
「推
位
譲

国
」
は
第
四
面
の
五
句
目
に
あ
た
り
、
右
側
面
に
は
第
三
面
の
五
句
目

「海
餓

河
淡
」
が
く
る
。
そ
う
す
る
と
、
左
側
面
は
第

一
面
の
五
句
目

「寒
来
暑
往
」

が
該
当
す
る
。
木
簡
に
残
る
残
画
は
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
こ
の
語
句
を
あ
て
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
中
国
で
は
こ
の
よ
う
な
多
面
体
に
書
く
木
簡
を

「駅
」

と
呼
び
、
教
埋
漢
簡
の
中
に
は

『急
就
篇
』
を
書
い
た
例
が
あ
る
。
こ
の
木
簡

も
あ
る
い
は
、
そ
う
し
た
使
わ
れ
方
を
参
考
に
し
て
い
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

①
の
地
名
は
後
の
宍
栗
郡
安
志
郷
に
あ
た
る
。
『播
磨
国
風
土
記
』
に
よ
れ



ば
、
も
と

「酒
加
里
」
で
あ
っ
た
が
、
「山
守
里
」
を

へ
て

「安
師
里
」
と
な

っ
た
と
い
う
。
こ
の
上
坑
か
ら
は
他
に
も
②
な
ど
播
磨
国
宍
粟
郡
関
係
の
荷
札

木
簡
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
飛
鳥
寺
と
同
国
と
の
関

係
を
示
す
の
か
も
し
れ
な
い
。

⑭
に
見
え
る

「熊
黒
」
は
動
物
名
、
「逓
恋
蒋
」
は
植
物
名
、
「輩
戸
」
は
鬼

の
名
か
。
こ
う
し
た
二
な
い
し
三
文
字
よ
り
な
る
語
句
に
つ
い
て
、　
一
つ
一
つ

の
文
字
に
漢
字
の
音
を
注
記
し
た
も
の
で
、
注
記
の
方
法
は
二
小
字
の
音
仮
名

か
、
も
し
く
は

一
文
宇
の
類
音
で
示
し
て
い
る
。
「
ナ
」
は

「左
」
の
、
「皮
」

は

「彼
」
の
省
画
か
。
□
は
Ｒ
音
の
語
で
あ
ろ
う
が
、
釈
読
で
き
な
い
。
今
の

と
こ
ろ
類
例
が
な
い
も
の
の
、
当
時
の
発
音
お
よ
び
表
記
に
つ
い
て
重
要
な
手

が
か
り
を
与
え
る
木
簡
で
あ
る
。

第
人
四
次
調
査
出
土
木
簡
全
体
に
わ
た
る
大
き
な
特
徴
は
、
第

一
に
寺
院
に

関
わ
る
木
簡
が
多
数
を
占
め
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
寺
院
名

。
僧
侶
名

・
僧
侶

の
尊
称
を
記
す
木
簡
が
目
に
つ
き
、
さ
ら
に
仏
教
用
語
や
経
典
名
を
記
す
も
の

な
ど
を
含
め
る
と
か
な
り
の
点
数
に
の
ば
り
、
し
か
も
そ
う
し
た
特
徴
が
遺
構

の
違
い
に
か
か
わ
ら
ず
見
ら
れ
る
か
ら
、
全
体
的
に
飛
鳥
寺
関
連
の
木
簡
と
い

う
位
置
付
け
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
に
、
飛
鳥
寺
の
中
で
も
特
に
東
南

禅
院
と
の
関
わ
り
が
深
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

東
南
禅
院
は
七
世
紀
後
半
に
、
道
昭
の
住
ん
だ
場
所
で
あ
る
。
道
昭
は
、
遣

唐
使
に
従
っ
て
唐
に
渡
り
、
膨
大
な
経
典
の
漢
訳
を
行
な
っ
て
い
た
玄
美
の
下

に
弟
子
入
り
し
て
修
行
を
積
み
、
多
数
の
経
典
と
と
も
に
帰
国
、
飛
鳥
寺
の
東

南
の
一
郭
に
居
を
構
え
た
。
我
が
国
の
法
相
宗
の
祖
と
さ
れ
、
ま
た
道
昭
将
来

の
経
典
は
奈
良
時
代
に
お
い
て
も
特
に
貴
重
な
も
の
と
し
て
、
特
別
の
扱
い
を

受
け
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

発
掘
地
が
ち
ょ
う
ど
飛
鳥
寺
の
寺
域
東
南
方
に
位
置
す
る
点
は
、
注
目
す
べ

き
で
あ
る
。
従
来
の
発
掘
成
果
に
よ
れ
ば
、
寺
域
内
の
東
南
部
に
東
南
禅
院
跡

と
推
定
さ
れ
る
遺
構
を
検
出
し
、
そ
こ
か
ら
は
禅
院
所
用
と
み
ら
れ
る
七
世
紀

後
半
の
瓦
も
出
土
し
て
い
る
か
ら
、
発
掘
地
は
東
南
禅
院
の
中
心
部
で
は
な
く
、

そ
の
附
属
施
設
が
あ
っ
た
場
所
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

特
徴
の
第
二
に
、
工
房
に
関
わ
る
木
簡
が
含
ま
れ
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ

る
。
こ
こ
に
掲
げ
た
も
の
で
は
働
⑫
の
銀
の
付
札
な
ど
で
、
点
数
は
少
な
い
が
、

南
区
か
ら
流
入
し
た
木
簡
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

第
三
に
、
こ
れ
も
点
数
は
限
ら
れ
る
が
、
皇
室
な
い
し
宮
廷
に
関
か
る
木
簡

が
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
⑬
⑬
の

「次
米
」
、
⑭
の

「陽
沐
」
、
側
の

「天

皇
」
な
ど
が
そ
れ
で
、
発
掘
遺
構
と
の
関
連
は
今
の
と
こ
ろ
定
か
で
は
な
い
。

あ
る
い
は
、
発
掘
地
の
西
南
に
近
接
す
る
浄
御
原
宮
と
の
関
連
を
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
か
。

〓
一　
第
九
三
次
調
査

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
〇
一

⑮
　
。
「丁
丑
年
十

。
「
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
Ｘ
じ
巡

ｏ曽
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溝
Ｓ
Ｄ
〇
一
Ａ

④
　
・
官
大
夫

・

日

□

切

　

「絶
耳
酢

一
斗
」

南
北
大
溝
Ｓ
Ｄ
〇
五

い

　

「
＜
五
十
戸
調
」

炭
層

〔支
ヵ
〕

散
□
宮
　
　
　
□

［
ア

ヵ
〕

「
＜

丁

夕
生
茎
仁
件
小
丹

評
ｉ
称
雌
肺

鼎
幣
江
フ
体
」

ぢ
『
×
懇
×
∞

寓
Ｐ

〔
夜

評
己

岸
］
り
×

μ
Φ
×

い
　

ｏ
∞
∞

Ｐ
∞
∞
×

（
］
ω
）
×
卜
　
ｏ
∞
騨

Ｐ
ｏ
伽
×

∞
卜
×

伽
　

ｏ
∞
Ｐ

μ
⇔
５
×

∞
Ｎ
×

卜
　

ｏ
∞
出

野
西
乃
首
麻
呂

炎奮 含E
奴

□汗  加
□乃
ツ古  /Jヽカロ
麻  山須
□  乃波n
□  □□々

目  
乃

最
己

黒   呂
□

Ｐ
Ｎ
ｏ
×

］
釦
×

釦
　

ｏ
∞
］

ω
ｏ
×

や
∞
×

］
卜
　

ｏ
⇔
Ｐ

⑪
　
・
「加
□
□
日
――
□
　
」

。
「
□
□
□
佐
□
俵
□
」

〔波
　
閣
　
一
砺
〕

。
「
＜
賀
賜
評
塞
課
ア
里
＜
」

。
「
＜
人
崚
王
ア
斯
非
俵
＜
」

〔
加
夜
〕

〔
蘇

里
〕

。
「
＜
回
□
評
阿
回
国
人
　
　
　
　
＜
」

〔
曳
ヵ
〕

。「＜酪剛
醜
□田

□□
　十
三□
＜」

Ｇ

じ

×

含

卜
）
×

呻
　

ｏ
置

Ｐ
『
Φ
×

岸
『
×

∞
　

ｏ
い
い

（
Ｐ
『
〇
）
×

岸
］
×
卜
　
ｏ
∞
岸

∽

　

「
＜
伊
支
須
二
斗
」

ω
　
　
「六
」
（釘
の
様
、
上
面
に
墨
圭ｅ

炭
層
下
整
地
上

⑭
　
。
「官
大
夫
前
白

名
□
波
田
乃
麻
呂

（］釦『
）
×
］
∞
×
∞
　
ｏ
牌Φ

第
九
三
次
調
査
木
簡
の
う
ち
、
⑮
ｌ
④
は
北
区
、
つ
ま
り
第
人
四
次
調
査
と

一
連
の
遺
構
か
ら
の
出
土
で
、
⑩
以
降
は
南
区
の
工
房
付
近
か
ら
出
上
し
た
も

の
で
あ
る
。

い
は
同
じ
遺
構
の
下
流
か
ら
出
土
し
た
⑬
な
ど
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
が
、

断
片
の
た
め
断
言
で
き
な
い
。

⑩
の

「散
支
宮
」
は

「佐
紀
宮
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
佐
紀
宮
と
す
れ
ば
、

平
城
官
北
方
に
あ
た
り
、
『万
葉
集
』
八
四
番
に
長
皇
子

（天
武
の
子
）
の
宮
と

し
て
見
え
る
が
、
『万
葉
集
』
で
は
奈
良
時
代
の
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
木
簡

の
含
ま
れ
る
炭
層
の
年
代
が
問
題
と
な
る
。

⑩

「丁
亥
年
」
は
持
統
元
年

全
ハ
八
七
）
に
あ
た
り
、
貢
進
元
は
後
の
若
狭

国
大
飯
郡
木
津
郷
で
あ
る
。
類
例
と
し
て
、
藤
原
宮
木
簡
に

「庚
子
年
四
月
若

佐
国
小
丹
生
評
木
ツ
里
秦
人
申
二
斗
」
が
あ
る
。



ｍ
ｌ
⑭
は
い
ず
れ
も
後
の
備
中
国
賀
夜
郡
に
あ
た
る
地
か
ら
の
荷
札
で
あ
ろ

う
。
⑫
の

「賀
賜
」
は

「賀
陽
」
の
こ
と
と
推
定
す
る
。
た
だ
し
、
「基
課
部

里
」
の
読
み
は
問
題
で
、
「そ
が
べ
」
も
し
く
は

「さ
か
べ
」
で
あ
ろ
う
か
。

前
者
な
ら
ば
郷
里
制
下
の
地
名
と
し
て
見
え
る
賀
夜
郡
の

「阿
蘇
郷
宗
都
里
」
、

後
者
な
ら
ば
同
郡
の

「刑
部
郷
」
な
ど
が
該
当
す
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

∞
お
よ
び
④
に
は

「官
大
夫
」
と
い
う
語
句
が
あ
り
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
を
直
ち
に
天
武
朝
の
大
官
や
大
夫
制
の
こ
と
と
関
連
付
け
て
よ
い
か
ど
う

か
は
、
木
簡
と
い
う
史
料
の
特
性
か
ら
み
て
慎
重
を
期
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
⑭

の
内
容
は
文
書
木
簡
で
、
人
名
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
人
名
に
こ
れ
ま

で
見
ら
れ
な
い
姓
が
多
い
。
遺
構
は
炭
層
ょ
り
も
古
い
の
で
、
天
武
朝
な
い
し

そ
れ
よ
り
遡
る
可
能
性
も
あ
る
。

第
九
三
次
調
査
の
木
簡
の
内
容
は
、
第
人
四
次
の
そ
れ
と
は
大
き
く
相
違
し
、

寺
院
と
の
関
係
を
示
す
も
の
が
見
ら
れ
な
い
。
総
点
数
は
少
な
い
が
、
荷
札
と

付
札
の
比
率
が
高
い
よ
う
で
あ
る
。
特
に
備
中
国
賀
夜

「評
」
関
係
の
も
の
が

ま
と
ま
っ
て
い
る
点
が
目
に
つ
く
。
炭
層
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は
お
そ
ら
く
工

房
に
も
た
ら
さ
れ
、
そ
こ
で
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
工
房
を
直
接
示
す

木
簡
と
し
て
は
、
働
の
釘
の
形
を
し
た
木
製
の
様

（た
め
し
）
に
墨
書
し
た
も

の
な
ど
が
あ
る
。
以
前
の

一
九
九

一
年
調
査
に
お
い
て
も
類
例
が
出
上
し
て
い

る
が
、
木
製
の
様
は
金
属
製
品
を
注
文
す
る
際
の
型
見
本
で
あ
り
、
同
型
同
大

の
鉄
釘
を
六
本
作
成
す
る
よ
う
指
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
回
立
文
化
財
研
究
所

『奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

一
九
九
人
―

Ⅱ
』
（
一
九
九
八
年
）

同

『奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

一
九
九
九
Ｉ
Ⅱ
』
盆

九
九
九
年
）

同

『飛
鳥

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

一
三

（
一
九
九
八
年
）

同

『飛
鳥

。
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

一
四

（
一
九
九
九
年
）

（寺
崎
保
広
）


